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④ 勤務場所

訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所

1

行政関係 1
その他 3

合計 26

8
保険薬局 1

6
特別養護老人施設 1

病院（一般） 3
歯科診療所 3

事務職 1
医薬品卸 3

合計 26

救急救命士 1
MSW 1
介護支援専門員 7

1
歯科医師 3
看護師 8
薬剤師 1

合計 26

③ 職 種
医師

60代 4
70代 1

40代 9 女性 14
50代 8 合計 26

令和3年度 第１回 緩和ケアスキルアップ研修会 アンケート集計

R3.6.16（水）荘内病院 講堂 18：30～20：00

O ・ Ａ 「がん相談外来」プロモーションDVD上映 ～国立がん研究センター東病院との医療連携～  

担 当 荘内病院 院長 鈴木 聡氏

   ①年 齢 ②性 別
30代 4 男性 12

講 演 「ウィズコロナの環境と訪問看護」

講 師 訪問看護ステーションとるて 管理者 釼持 朝子氏

参 加 29名 *アンケート協力者  26名　（90％）
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⑤ 病院勤務者の病院名
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ご協力ありがとうございました。健康塾・スキルアップ研修会グループ　

3

開始時間があと15分、できれば30分遅いと助かります。（保険薬局 薬剤師）

働き方改革の中で、チームワークの良いメンバーに恵まれて良かったと思います。それでもいろいろ
ご苦労なさっていると思いました。（歯科診療所 歯科医師）

心のこもった看護の数々に、感銘を受けました。今後も変わらず続けてください。
（歯科診療所 歯科医師）

大変参考になる内容でした。ありがとうございました。（医薬品卸）

コロナ禍での訪問看護の大変だったこと、どのような点に注意や配慮して訪問しているのか等、実際に
事例を用いて講義していただき、分かりやすかった。（居宅介護支援事業所 介護支援専門員）

今後も多職種で連携しながら支援していきます。（訪問看護ステーション 看護師）

病院から退院し、自宅で過ごす患者さんの様子を知り、入院中とはまた違う表情、入院中には聞け
なかった本人の思いがあることを改めて感じました。病院では、本人が居ていつでも会いに行けますが
在宅では“会いに行く” “本人の生活におじゃまする”という、受け入れてもらう段階の大切さ
本人らしさとは何か、考える機会になりました。ありがとうございました。（病院 MSW）

    ≪自由記載（感想・要望・改善点など）≫

ちょうど、ガン末期で関わらせて頂くケースがあったので、いろいろな話を聞けて良かったです。
（居宅介護支援事業所 介護支援専門員）

今さらではではありますが、いろいろな職種の連携の重要性、改めて理解しました。（医薬品卸）


